
広がる資料保存の取り組み
― 高まる意識の中で ―

第7回資料保存シンポジウム
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情報保存研究会（ＪＨＫ）・（社）日本図書館協会  共催

　第７回資料保存シンポジウムは昨年と同じ東京国立博物館平成館で開催します。最初に特別講演として３名の講師の方々
より、資料保存というフィールドにおけるさまざまな取り組みの中から、資料保存の現場で起きていることやデジタルアー
カイブの動向、公文書管理の現状と課題などを中心とした最新の状況についてお話をしていただきます。
　また、後半には昨年もご好評をいただいた資料保存実用講座を設けました。実用講座では、資料保存にかかわるさまざ
まなツールやシステムなどについて、情報保存研究会の会員企業から総合的にプレゼンテーションをさせていただきます。
　このほか、情報保存研究会の会員企業などによる展示会をあわせて開催し、シンポジウムに参加される方々が資料保存
に欠かせないさまざまなツールやシステムなどを取り扱っている専門業者と直接、情報交換できる場などを持てるように
いたします。

日  時：2013 年 10 月 21 日（月）9：50 ～ 18：00（受付  9：20）

情報保存研究会　  〒113-0033 東京都文京区本郷 1-14-2-71   URL：http://www.e-jhk.com

無料（定員 300 名）  申込締切：10 月 15 日（火）
 東京国立博物館 平成館・大講堂＆ラウンジ
〒110-8712 東京都台東区上野公園 13-9
ＪＲ：上野駅公園口・鶯谷駅南口から徒歩 10 分、東京メトロ：銀座線上野駅・日比谷線上野駅・
千代田線根津駅から徒歩 15 分、京成電鉄：京成上野駅から徒歩 15 分
 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会、国立大学図書館協会、私立大学図書館協会、文化財保存修復学会、
ＡＲＭＡ東京支部、企業史料協議会、記録管理学会、全国大学史資料協議会、日本アーカイブズ学会、
専門図書館協議会、アート・ドキュメンテーション学会（依頼中も含む）

参加費：
 会   場 ：

 後   援 ：

①お名前  ②ご所属  ③E-mail アドレスまたは電話番号をご記入の上、情報保存研究会・シンポジウム担当まで
E-mail（sympo@e-jhk.com）または FAX（03-3813-5909）でお申し込み下さい。
ご提供いただいた個人情報は、シンポジウムの実施・運営にのみ使用いたします。
 当日は、東京国立博物館の西門からご入場ください。
 平成館にはレストランがありませんので、上野公園内やＪＲの上野駅・鶯谷駅周辺のレストランをご利用ください。
なお、お弁当をご持参いただいた場合は、平成館の小講堂でお召し上がりいただくことができます。

お申し込み方法のご案内：

 入場のご案内：
 昼食のご案内：

受付

ＪＨＫあいさつ

 特別講演「現代日本の資料保存活動と 2011 年の意義」
筑波大学図書館情報メディア系准教授　白井哲哉　

小休憩

特別講演「公文書管理法施行から2年半～浮上した課題はなにか」
都留文科大学非常勤講師　瀬畑　源

企業展示（昼休み）

特別講演「図書館員に必要とされるデジタルアーカイブ開発の能力」
京都橘大学現代ビジネス学部教授　谷口知司

小休憩

資料保存実用講座（その１）

企業展示

資料保存実用講座（その２）

日本図書館協会あいさつ

企業展示

（資料保存実用講座と企業展示については、裏面をご覧ください。）

 9 :20~  9 :50

 9 :50~  9 :55

 9:55~10:40

10:40~10:50

10:50~11:35 

11:35~13:15

13:15~14:00 

14:00~14:10

14:10~15:30

15:30~16:10

16:10~17:30 

17:30~17:35

7 :35~18 :00

プログラム




